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いのちとこころの教育の実践
甲南大学非常勤講師近藤 靖宏
いじめを昔にした中学生の自殺が大きく報道され、社会問題になっています。私は、阪神・淡路
大震災をはじめ、中学生による神戸市須磨区の連続児童殺傷事件、いじめのメモを残した女子高生の
自殺等子どものいのちにかかわる様々な出来事に道遇し、その対応に追われた県教育委員会在任時を
想起しました。その対応を要約すると、いのちの大切さを実感させるこころの教育のあり方の探求と
実践でした。このことは、教育にとって、常に求められる不易の部分であり、根幹に据えるべき課題
だと，思っています。しかし、「言うは易く、行うは難し」の例えどおり、教師の実践があってはじめ
て成果が得られるものです。
いのちとこころの教育については、そのカリキュラムが大切ですが、ここでは教職を目指す皆さん
に求めたい児童・生徒観、教師としての心構えを若干記してみます。
①子どもとのふれあいが、第一の喜び
教育は子どもとふれあう中で成否が間われる営みです。教師は、子どもが発するシグナルを迅
速かっ正確に受け止めることができる感性を磨くことが大切です。そのためには、子どもとふれ
あう機会を可能な限り多く持ち、そのふれあいを無上の喜びと感じる心が欲しいものです。教師
の使命は子どもとふれあう時間の確保にあると言っても過言ではないでしょう。「忙しいからあ
とにしてjの一言が子どもから遠ざかることを心すべきです。
② 共感的理解と毅然とした態度
河合隼雄先生が「子どもの気持ちを受け止めるには、水の流れのように、目線を子どもより低
くすることです」とご講演で話されたことを覚えています。教師の受容的な姿勢や傾聴的態度が
子どもの心を聞き、信頼関係を築くことになります。一方、子どもには、自分の行動への判断や
自分の生き方への助言を教師に求めることがあります。厳しく叱られでもいいから何か返して欲
しい子どもに対しては、子どもの壁になる毅然とした態度が必要です。ルールを守らせるなど規
範意識を指導するときも同様です。教師には、このように子どもへの様々なかかわりが求められ
ますが、試行錯誤しながらも子どもとともに成長していこうとする教育的愛情が必要です。
③ 子どもの自己肯定感を育む
先般、不登校を経験した若者たちと語らいの場をもちました。彼らの発言から不登校時に共通
しているのは、人を避けたい、自分に自信がもてないなどマイナス思考になっていることでした。
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立ち直るきっかけはそれぞれ違いますが、自己肯定感や他者との共感性、協力性等が芽生えてき
たことに因るようです。親の愛情が第ーですが、教師の対応も大事です。子どもをほめる、励ま
す、安心させることです。国際的な医療活動をされている鎌田実医師の患者さんへの声かけは「大
丈夫だよ」とまず相手を安心させることであると聞き、子どもに対して教師もこの言葉をと，思っ
たしだいです。
④ 人とのつながりを大切に
学校でも人間関係の希薄化が言われています。今、学校は家庭・地域との連携強化の方向が求
められる中で、学校内での人間関係はもとより校外の人たちとのつながりが問われています。若
い教師はわからないことがいっぱいある筈です。聞くことを厭わず、広く人間関係を密にするこ
とに努めてほしいものです。人とのつながりの中でヒントが得られ、問題解決に結びつくと思う
からです。
教育は子どもの願いをかなえる営みです。子どもに寄り添い、日々成長する姿に感動し、子どもに
贈る何かを得るために絶えず研舗を積むような教師を目指して下さい。
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.2006年度教職担当科目
総合演習(環境教育の研究)
総合演習(環境倫理の教育)
